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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
あ
と
数
ヶ
月
で
平
成
が
終
わ
り

御
代
替
わ
り
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
日
本

の
国
柄
を
体
現
す
る
歴
史
の
重
要
な
局
面

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
際
、
皇
室
と
は
ど
ん

な
存
在
か
、
皇
室
を
頂
く
日
本
は
ど
ん
な

国
か
、
ど
ん
な
歴
史
を
辿
っ
て
き
た
の
か
、

多
く
の
皆
様
と
共
に
日
本
国
の
歴
史
や
国

柄
を
学
ぶ
良
い
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
熊
本
県
で
は
こ
こ
数
年
、
準
備

を
続
け
て
き
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、
世
界
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
が
い
よ
い
よ
開
催
さ
れ
ま
す
。

熊
本
県
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
魅
力
を
国

内
外
に
示
す
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ま
さ
に
「
チ
ー
ム
く
ま
も
と
」
と
し
て
取

組
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
十
一
月
の
定
例
会
で
は
、「
熊

本
地
震
へ
の
対
応
分
」「
大
雨
及
び
台
風

に
よ
る
災
害
へ
の
対
応
分
」
な
ど
の
十
一

月
補
正
予
算
、
そ
し
て
「
被
災
者
の
生
活

私たちにとって平成の30年間とはどんな時代

だったでしょうか。平成という元号は「天地、内

外ともに平和が達成する」という意味でした

が、災害も多く苦しんだ時代でもありました。

天皇陛下は皇太子時代に“万年の春”という福

沢諭吉の言葉を、皇室のあるべき姿を考えるヒ

ントとして教えられたそうです。『忠恕（ちゅう

じょ）』という言葉に表すように、平成流とも呼

ばれた自分の良心に忠実で他人のことを思いや

る優しさは、多くの国民に夢と希望を与えたに

違いありません。平成最後の年を迎えるにあた

り、新しい年へのさらなる希望と期待を込めて

心静かに新年を迎えたいと思います。＜K.T＞

地
域
か
ら
誇
り
あ
る
国
づ
く
り
を
目
指
し
て
！

12月9日／人吉駅伝 一般の部 優勝
（２区 2.43ｋｍ 9分30秒）

11月10日／
熊本県スポーツ推進委員研修会人吉市大会

11月28日／
皆越白髪神社　例大祭にて11月10日／ひとよし産業祭

12月4日／大畑校区 県政報告会

11月4日／くまもとフリーwi-fi開通セレモニー（人吉駅前にて）

〜
皆
様
の
想
い
を
チ
カ
ラ
に
、覚
悟
を
も
っ
て
職
責
を
全
う
し
ま
す
〜

た
酒
類
、
あ
る
い
は
本
県
に
貢
献
す
る
酒

類
を
大
い
に
活
用
し
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
但
し
、
飲
み
過
ぎ

に
は
注
意
で
す
！

　

い
よ
い
よ
私
の
残
さ
れ
た
任
期
も
約

三
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
通
り
、

多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
頂
き

な
が
ら
、
残
さ
れ
た
時
間
、
私
に
で
き
る

こ
と
は
全
て
や
る
覚
悟
で
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

再
建
（
住
ま
い
の
再
建
）」「
阿
蘇
く
ま
も

と
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
」「
八
代
港

の
ク
ル
ー
ズ
拠
点
整
備
」「
開
催
ま
で
一

年
を
切
っ
た
二
つ
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
成
功
に
向
け
た
取
組
み
」
な
ど
、
現
状

や
問
題
点
を
踏
ま
え
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
松
田
三
郎

県
議
の
一
般
質
問
に
対
し
て
蒲
島
知
事
が
、

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善

に
つ
い
て
、「
鉄
道
延
伸
」
に
よ
る
実
現

を
目
指
し
て
、
豊
肥
線
の
「
三
里
木
駅
」

か
ら
の
分
岐
延
伸
を
軸
に
検
討
を
進
め
る

と
の
方
針
を
表
明
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。

長
年
の
懸
案
事
項
が
よ
う
や
く
動
き
出
す

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
動
き

に
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
提
案
に
よ
る
「
く
ま
も
と

県
産
酒
で
乾
杯
条
例
」
が
可
決
、
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

私
も
積
極
的
に
議
論
に
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
が
、
球
磨
焼
酎
大
使
と
し
て
球
磨

焼
酎
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
で
製
造
さ
れ

（受付 4:30） 第一部 午後 5:00〜講演会／第二部 午後 6:00〜懇親会

２月３日（日曜日）平成31年

政経セミナー及び
新春の集い
政経セミナー及び
新春の集い

講
　
師

参
議
院
議
員

自
由
民
主
党
副
幹
事
長
／(

元)

厚
生
労
働
大
臣
政
務
官氏

馬
場
成
志

「
国
政
の
諸
課
題
」

演 

題



　10月16日から18日にかけて、所属する総務常任委員会の管外視察

に参加しました。滋賀県近江八幡市の近江兄弟社高等学校及び滋賀

県庁、奈良県橿原市の飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群及び奈良

県広域消防組合、大阪府堺市の百舌鳥古墳群及び大阪市の百舌鳥・

古市古墳群世界文化遺産登録推進本部会議の視察を行いました。

　１１月１３日、人吉商工会議所青年部１１月度例会にて「政

策提言」について講演を行いました。地域の抱える様々な課

題と青年部の活動意義、政策提言の必要性と提言実現に向

けた熱い話を会員の皆様と抽出することができました。若い

世代の今後の活躍を期待すると共に、私自身も青年部発足

時の提言を思い返し初心を省みる良い機会となりました。

 １２月８日（土）球磨郡・人吉市保育園合同勉強会に出席しま

した。幼児教育を取り巻く状況は日々変化しつつあり、保育

分野の現状と今後の取り組みについて郡市保育園関係者と

毎年、意見交換を行っています。質の高い幼児教育のために、

今後とも関係者としっかり連携していきたいと思います。

総務常任委員会管外視察

活 動 報 告 人吉商工会議所青年部例会

「Let’s Think 政策提言!!」
にて講師を務めました

　１１月１８日から１１月２０日にかけて韓国・忠清南

道を訪問しました。熊本県との姉妹提携３５周年を

記念したもので梁承晁（ヤン・スンジョ）知事を表敬

訪問し、熊本の観光地や来年県内で開催される女子

ハンドボール世界選手権大会等のＰＲのほか、熊本

地震に対する御見舞の御礼及び友好訪問団派遣要

請を行いました。

韓国忠清南道訪問

保育勉強会

　北朝鮮による拉致被害者の早期救出を訴

えるため、救う会熊本（北朝鮮に拉致され

た日本人を救出する熊本の会）が主催する

募金・署名活動（１１月１５日）、拉致問題

解決に向けた講演会（１２月８日）に参加

しました。私も「北朝鮮に拉致された日本

人を救う熊本県議会議員の会」の会長とし

て熊本市内下通アーケードで署名や募金へ

の協力の呼び掛けを行い、約２００人の署名

を集めることができました。激動する朝鮮

情勢の中、すべての拉致被害者救出のため

にこれからも真剣に取り組んで参ります。

拉致問題街頭署名活動
忠清南道 麻谷寺 視察

忠清南道議会　視察 梁承晁（ヤン・スンジョ）知事表敬・歓迎レセプション


